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自
民
・
公
明
政
権
に
よ
る

「
構
造
改
革
」
は
、
区
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
直
撃
し
、
社
会

的
格
差
と
貧
困
は
、
一
段
と
広

が
り
ま
し
た
。

中
野
区
は
、
こ
う
し
た
格
差

を
是
正
し
、
区
民
の
「
痛
み
」

を
や
わ
ら
げ
る
事
業
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
区
は
中
野
駅
周
辺

や
東
中
野
駅
な
ど
の
大
規
模
再

開
発
に
備
え
て
「
た
め
込
み
」

を
優
先
し
、
０５
年
度
は
、
５０
億

円
余
を
基
金
へ
積
み
立
て
ま
し

た
。
こ
の
間
の
積
立
金
の
急
速

な
伸
び
は
、
２３
区
の
中
で
も
突

出
し
て
い
ま
す
。

都
区
財
政
調
整
交
付
金
の
大

幅
増
な
ど
に
よ
る
実
質
収
支
の

黒
字
額
（
純
剰
余
金
）
は
、
区

政
史
上
最
大
の
４２
億
円
余
に
も

の
ぼ
り
、
区
民
の
い
の
ち
・
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
の
施
策
を

も
っ
と
行
う
べ
き
だ
っ
た
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
成
人
健
診
の
有
料
化
や

訪
問
介
護
利
用
料
助
成
の
中
止
、

国
保
料
の
値
上
げ
な
ど
区
民
の

負
担
を
増
や
し
、
保
育
園
の
民

営
化
な
ど
区
民
施
策
を
後
退
さ

せ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

平
成
１７
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
は
、
歳
出
で
は
内
部

努
力
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、

歳
入
は
景
気
の
回
復
基
調
を
受

け
た
都
区
財
政
調
整
交
付
金
の

大
幅
な
増
な
ど
、
収
支
の
改
善

が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
区
税
収
入
の
伸
び
が

停
滞
す
る
中
、
今
後
の
歳
入
予

測
が
不
透
明
な
状
況
を
考
慮
し
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
に
積
極
的

な
積
立
を
行
い
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
礎
を
築
か
れ
た
こ

と
は
、
我
会
派
と
し
て
評
価
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
中
野
区

行
財
政
５
か
年
計
画
で
削
減
さ

れ
た
「
私
立
幼
稚
園
保
護
者
補

助
金
」
は
、
我
会
派
の
公
私
間

格
差
是
正
の
要
求
に
応
え
、
一

定
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
今

後
の
さ
ら
な
る
格
差
解
消
に
向

け
た
施
策
展
開
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、

大
い
に
評
価
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
中
長
期
的
な
財
政

需
要
や
収
入
要
因
を
的
確
に
把

握
し
、
計
画
的
な
基
金
や
起
債

の
活
用
な
ど
の
取
組
み
を
一
層

進
め
、
先
行
き
が
不
透
明
な
経

済
環
境
に
あ
っ
て
も
着
実
に
事

業
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、

一
層
の
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
１７
年
度
決
算
は
、
前
期

の
田
中
区
政
を
、
財
政
上
の
数

字
で
評
価
す
る
決
算
で
し
た
。

就
任
し
た
１４
年
度
決
算
で
の
経

常
収
支
比
率
が
８９
・
９
％
だ
っ

た
の
に
対
し
８０
・
１
％
に
、
実

質
収
支
比
率
が
１
・
６
％
か
ら

６
・
３
％
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
望
ま

し
い
数
値
を
達
成
又
は
こ
れ
に

限
り
な
く
近
づ
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
公
債
費
比
率
、
地
方
債

残
高
、
積
立
基
金
の
額
な
ど
い

ず
れ
も
改
善
を
示
し
て
い
ま
す
。

施
策
面
で
は
、
野
方
駅
北
口

開
設
の
た
め
の
事
業
用
地
取
得

に
向
け
た
調
整
、
区
北
部
地
域

へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
、
区
立
小
中
学
校
再
編
計
画

の
策
定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
「
踏

み
出
せ
な
か
っ
た
一
歩
」
を
進

め
た
こ
と
は
高
く
評
価
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
議
会
で
は
、

国
家
公
務
員
住
宅
の
移
転
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
る
区
税
収
入
減
は
３
億
円
と

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
３
億
円

減
収
に
な
っ
た
ら
５
億
円
増
収

に
な
る
も
の
を
誘
導
す
る
、
そ

れ
が
行
政
の
役
割
で
す
。
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
か
え
る
区
政

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

平
成
１７
年
度
は
、
基
本
構
想

や
１０
か
年
計
画
、
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
な
ど
、
区
政
変

革
の
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
、

保
育
園
民
営
化
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
な
ど
公
明
党
が
要
望
し

て
い
た
政
策
の
事
業
化
も
図
ら

れ
ま
し
た
。

単
年
度
収
支
が
１３
億
３
千
７

百
万
円
余
の
黒
字
、
実
質
収
支

比
率
は
６
・
３
％
、
経
常
収
支

比
率
は
８０
・
１
％
と
財
政
が
若

干
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
通
会
計
ベ
ー
ス

で
、
人
件
費
率
は
２３
区
中
３
番

目
に
高
い
こ
と
、
基
金
は
同
２０

番
目
の
低
さ
で
す
。
今
後
、
学

校
の
再
編
や
耐
震
補
強
工
事
な

ど
大
規
模
な
施
設
整
備
な
ど
へ

の
財
政
負
担
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
高
齢
社

会
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
や
介

護
予
防
施
設
の
拡
充
、
人
材
の

育
成
な
ど
時
代
に
合
っ
た
施
策

の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

引
き
続
き
徹
底
し
た
行
革
を

進
め
な
が
ら
、
１０
か
年
計
画
を

着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
担
保
す
る
財
政
詳
細
計

画
の
策
定
を
要
請
し
ま
す
。

２
０
０
５
年
度
は
「
新
し
い

中
野
を
つ
く
る
１０
か
年
計
画
」

を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
中
野

の
実
現
に
向
け
て
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
こ
と
を
評
価
し

ま
す
。
計
画
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
に
「
中
野
区
行
政
革
新

５
か
年
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

区
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
示

し
ま
し
た
。

先
ず
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で

は
、
先
駆
型
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
出
産
後
の
育

児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
虐
待

防
止
の
た
め
の
家
庭
訪
問
等
、

地
域
へ
出
向
く
事
業
の
展
開
。

民
間
の
力
を
活
か
し
た
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
。
知

的
障
害
者
通
所
施
設
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
区
民
が
責
任
を
持
っ
て

豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く
れ
る

よ
う
に
、
「
区
民
公
益
活
動
推

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
で
あ
る
区
民
の
知

恵
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
生

か
し
、
社
会
状
況
の
変
化
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
、
区
民
の
暮
ら
し
を
し
っ
か

り
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

中中
野野
区区
議議
会会
定定
例例
会会（（
一一
般般
質質
問問
））をを

テテ
レレ
ビビ
放放
送送
しし
てて
いい
まま
すす

中
野
区
議
会
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
中
野
（
シ
テ
ィ
テ
レ
ビ

中
野
）
で
、
議
会
の
テ
レ
ビ
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
各
議
員
の
一
般
質
問
な
ど
の
録
画
放
送
で
す
。

放
送
予
定
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第
、
中
野
区
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
区
議
会
事
務
局
（
電
話
３
２
２
８
―
５
５
８
５
）

暮
ら
し
優
先
の
区
政
運
営
を

日
本
共
産
党
議
員
団

計
画
的
で
着
実
な
区
政
運
営
を

自
由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

民
主
ク
ラ
ブ

平成１７年度
決算に対する

各各会会派派のの見見解解

意見の分かれた案件（第３回定例会）
【○：賛成 ×：反対 ―：退席】

結

果

区長提出議案

可 決

可 決

可 決

決 算

認 定

認 定

認 定

陳 情

不採択

※議員数は議長を除く。
無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載。
会派等の略称 �

�
自・民：自由民主党・民社クラブ、公 明：公明党議員団、共 産：日本共産党議員団
民主ク：民主クラブ、市 民：市民自治、無所属：無所属議員

�
�

無
所
属
�
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○×

○×

×－

○×

○×

×

市

民
�

○

○

○

○

○

○

×

民
主
ク
�

○

○

○

○

○

○

×

共

産
�

×

×

×

×

×

○

○

公

明
�

○

○

○

○

○

○

×

自
・
民
�

○

○

○

○

○

○

×

会派名等
（議員数）

件 名

中野区国民健康保険条例の一部を改正する条例

中野区立幼稚園条例の一部を改正する条例（修正案）

中野区立幼稚園条例の一部を改正する条例（修正案部分を除く原案）

平成１７年度中野区一般会計歳入歳出決算の認定について

平成１７年度中野区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成１７年度中野区介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

（１８）第２１号陳情 障害者自立支援法施行に伴う区独自の負担軽減策の実施について
（２項）

区
民
の
た
め
の
計
画
執
行
を

公
明
党
議
員
団

次
世
代
に
責
任
果
た
す
区
政
を

市
民
自
治
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（9） 平成18年（2006年）11月19日 第201号


